
 

 

 

 

 

 

 

先日の松が丘小のイ

ンスタグラムで 6 年生

の「松が丘ありがとうプ

ロジェクト」や「楽学交

祭（オープンスクール）」

の様子がアップされて

いました。6年生の松が

丘小での 6 年間の学び

の集大成の学習です。6

年生は松が丘小がコミ

ュニティ・スクールに取

組み始めた年に入学し、

先生方が地域単元を開

発し、カリキュラム・マ

ネジメントを深めていく 6 年を共に歩んできた子ども

たちです。松が丘小のコミュニティ・スクールを立ち上

げてきた子どもたちです。 

この子たちの成長は本当

に地域の方に支えられてき

ました。地域の方からたくさ

んの愛情をいただき、あたた

かい見守り支援の中で、自分

たちが地域の中でできるこ

とを考え、実行し、修正し、

また実行といったサイクル

を回しながら成長してきま

した。その集大成としての

「松が丘ありがとうプロジ

ェクト」です。 
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コミュニティ・スクールとともに歩んできた 6年間 

子どもが育てたカリキュラム・マネジメント 



図工科では、6年生全員で水墨画に挑戦し、りっぱな「松」を

完成させました。その「松」は校内図工展で公開されています。

この「松」には自分たちの成長を支えてくださった地域の皆さ

んへの感謝の気持ちがこめられているように私は感じます。き

っとこの「松」に 6 年生の子どもたちの成長した姿を感じられ

る方も多いのではと思います。 

また、体育館には全校生と教職員のメッセージが書かれた“絆

フラッグ”も飾られており、そのメッセージには未来に向けたメッセージや地域の皆さんやお家の

方への感謝のメッセージが書かれたものが多いのも印象的でした。 

2月 4日のオープンスクールで 6年生は「卒業にむけて（道徳）」＆「町の幸

福論（国語）」を小学校生活最後の授業参観として保護者の皆さんや地域の皆さ

んにみていただきました。「卒業にむけて（道徳）」では、書写の時間に書いた

未来の自分に向けた言葉を紹介しながらお家の方に思いを伝えました。「町の

幸福論（国語）」では、6年間地域の中で学んできたこと、この 1年地域のこと

を考え、自分たちでできることを具体化するなど活動してきたことを踏まえて

考えた「自分たちの描く未来の松が丘」を保護者の皆さん、地域の皆さんに向

けプレゼンを行いました。とても心あたたまる時間が共有され、6 年生の子ど

もたちにとって新たな一歩となったのではと思います。 

このオープンスクールで各学年の時間割を見ていると各学年の取組が 6 年生

の「松が丘ありがとうプロジェクト」につながっているんだなと感じます。ま

た、6年生の「卒業にむけて（道徳）」＆「町の幸福論（国語）」を見ていると、

学びや活動がつながっていくんだなと感じます。例えば、子どもの道徳性は道

徳の授業はだけでなく、時間と経験と行動の中で、個々培われていくものなん

だなと感じます。そのためには、培っていく環境を整えていく、カリキュラム・

マネジメントが必要なんだと考えます。1 月に開かれた兵庫県の学力向上シン

ポジウムは最後に「教材研究が大切ですよね」という言葉でまとめられたと聞

いています。参加された方々は個々どのように、“教材研究”を受け止められた

のでしょうか。閉会したあと、「やっぱり教材研究ですよね」といった声が聞こ

えてきたようです。“教材研究”は大切です。しかし、「やっぱり」ではなく、

「もう一度」これからの時代に必要な“教材研究”についてしっかり考える必

要があると言われたのではと思います。例えば、松が丘小の「卒業にむけて（道

徳）」の“教材研究”ってこれまでのような心情面の読み取りや発問や板書を考える“教材研究”だ

ったのでしょうか。「道徳は本当に教えられるのか（東洋館出版）」の文言をお

借りすると伝統的価値伝達型道徳指導観での教材研究ではなく、未来志向的探

求型道徳学習観的な視点で、「ありがとうという存在からありがとうといっても

らえる存在」に向けた松が丘のカリキュラムマップのゴールを目指す中で身に

つけていきたい道徳的価値が培われる環境を創り出す授業デザインが、現在松

が丘小がおこなっている“教材研究”なのではと考えます。こう考えてみると、

カリキュラム・マネジメントと教材研究はつながっているんですね。198号でご

紹介した松が丘の先生方の松が丘のまちを考える対話は、社会とつながる、教科をつなぐ、活動を

つなぐ、学年をつなぐベースになる“教材研究”なんだと考えます。  （文責：北本） 


